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民児協だより民児協だより 西田地区

こんにちは

主任児童委員です。
　西田地区は人口1,384人、世帯数525世帯ですが、人口、世帯数とも減少傾向にあり、少子高齢化
が進んでいます。令和7年に産まれた赤ちゃんは西田地区で５人です。西田小学校も令和7年3月に閉
校し、新しく国富、北浜、鰐淵、西田の4地区が統合し旅伏（たぶし）小学校になりました。

　小
学
校
に
入
学
さ
れ
た
各
家
庭

に
お
祝
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
っ

て
訪
問
し
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子

や
困
っ
て
い
る
事
が
な
い
か
、
お

聞
き
し
て
い
ま
す
。

編 集 委 員

● 曽田  幸男（上津）　 ● 塩野  祐二（稗原）　 ● 今岡  健治（朝山）　
● 土江  広敏（平田）　 ● 泊　  郁江（灘分）　 ● 山本  　積（佐田）
● 杉原  一男（伊波野） ● 高橋  義則（伊波野）

　お
祝
い
を
持
っ
て
行
く
こ
と

で
、
主
任
児
童
委
員
の
存
在
を

知
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　年
に
1
回
、
学
校
と
の
連
絡
会
を

し
て
い
ま
す
。
小
学
校
は
4
地
区
の

主
任
児
童
委
員
と
、
中
学
校
で
は
校

区
の
主
任
児
童
委
員
が
集
ま
り
、

学
校
と
の
連
絡
会
を
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
主
任
児
童
委
員
2
人
は
、
主
任
児
童
委

員
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
を
見
守
り
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
「
寄
り
添
う
」
支
援
が
で
き
る
よ
う

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　コ
ミ
セ
ン
で
7
月
に
七
夕
会
、
12
月
に
ク
リ
ス
マ
ス

会
が
行
わ
れ
ま
す
。
紙
芝
居
を
読
ん
だ
り
、
参
加
さ
れ

た
お
子
さ
ん
の
七
夕
飾
り
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

新一年のお宅訪問誕生祝いを持って
家庭を訪問

七夕、クリスマス会小、中学校の連絡会

民生委員・児童委員って？

民生委員・児童委員は、法律に基づいて、国から委嘱されたボランティアです。
地域の皆さんから困りごとや心配ごとをきいて、助けてくれる人や場所を紹介する「つなぎ役」です。
民生委員・児童委員の中には、とくに子どもや子育ての相談などを専門にする「主任児童委員」
もいます。各委員、秘密を守り活動しています。

毎年５月12日は、「民生委員・児童委員の日」です。
　５月 12 日から 18 日までを「民生委員・児童委員の日　活動強化週間」とし、民生委員・
児童委員の存在や活動を積極的にＰＲする期間としています。
　今年度も、各地域で小中学校でのあいさつ運動、街頭啓発、訪問活動、地区で作成された
広報紙の配布など活動の周知啓発を行いました。

市役所本庁舎に懸垂幕を掲揚

ゆめタウン斐川での広報啓発活動

クリスマス会

七夕会

斐川西中でのあいさつ運動



　
神
門
地
区
は
、
出
雲
市
の
西
部
に
あ

り
、
近
年
世
帯
数
や
人
口
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
私
た
ち
神
門
地
区
民
児
協
は
、
地
区

の
諸
団
体
と
連
携
し
て
、
見
守
り
や
子

育
て
支
援
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
支
援

等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
の一

部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
神
門
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
こ
の
団
体
は
、
昭
和
５６
年
に
当
時
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
地
域
住
民
で

組
織
し
て
以
来
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
在
宅
介
護
者
宅
友
愛
訪
問
」
共
催

　
年
２
回
、
在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い

る
家
庭
を
訪
問
し
て
、
介
護
の
ね
ぎ
ら

い
と
困
り
ご
と
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

「
介
護
者
の
つ
ど
い
」
共
催

　
年
１
回
、
在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い

る
家
族
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

よ
り
よ
い
介
護
に
つ
い
て
懇
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

○
神
門
地
区
青
少
年
育
成
協
議
会

「
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
」
協
力

　
神
門
地
区
青
少
協
は
、
毎
月
２
回

（
第
１
・
第
３
金
曜
日
）
地
区
内
の
小
中

学
校
・
出
雲
西
高
の
登
校
時
間
に
合
わ

せ
て
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
あ
い

さ
つ
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
も
こ
の
運
動
に
協

力
し
て
い
ま
す
。

　
長
浜
地
区
の
主
な
活
動
の
柱
は
子
育

て
、
児
童
支
援
と
高
齢
者
見
守
り
の
二

つ
で
す
。

　
子
育
て
、
児
童
支
援
で
は
子
育
て
ひ

ろ
ば
交
流
や
、
市
の
赤
ち
ゃ
ん
声
か
け

訪
問
事
業
と
の
連
携
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
幼
稚
園
児
た
ち
と
サ
ツ
マ
イ

モ
作
り
を
通
し
て
の
交
流
や
、
小
・
中

学
校
の
校
長
先
生
を
囲
ん
で
、
主
任
児

童
委
員
が

参
加
し
、

定
期
的
に

懇
談
会
を

開
催
し
て

い
ま
す
。

中
学
校
で

の
懇
談
会

に
は
高
松

地
区
の
委

員
と
一
緒

に
参
加

し
、
そ
れ

ぞ
れ
定
例

会
時
に
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
に
は
小
学
校
新一年
生
宅
へ
、
お

祝
い
の
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
訪
問
を
し
た

り
、
地
区
社
協
主
催
で
隔
月
に
開
催
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
食
堂
（
長
浜
わ
い
わ

い
食
堂
）
に
は
、
毎
回
数
名
の
委
員
も

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
見
守
り
活
動
で
は
、
高
齢
者

（
満
７５
歳
以
上
）
の
実
態
調
査
を
し
て
、

一人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
に
毎
月
安
否
確

認
の
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年

末
に
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
を
訪
問
し

て
日
用
品
を
届
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

概
　
況

　
平
田
地
区
は
旧
平
田
市
の
中

心
市
街
地
に
あ
っ
て
63
の
自
治

会
が
あ
り
、
自
治
会
加
入
率
は

約
63
％
。
世
帯
数
は
微
増
し
て

い
る
も
の
の
人
口
や
加
入
率
は

漸
減
し
て
い
ま
す
。

福
祉
推
進
委
員
と
の
連
携
活
動

　
平
田
地
区
内
に
は
約
50
名
の

福
祉
推
進
委
員
が
お
り
、
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
交
流
事
業
や
健
康

増
進
事
業
な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
民
児
協
で
は
こ
れ
ら
の
事
業
な
ど
の

お
手
伝
い
の
ほ
か
、
福
祉
推
進
委
員
会

と
年
２
回
情
報
交
換
の
場
を
持
ち
、
地

区
内
の
支
援
が
必
要
な
世
帯
や
人
た
ち

の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
安
否
確
認
や
あ
い
さ
つ
運
動

　
民
児
協
の
活
動
と
し
て
は
高
齢
者
、

子
ど
も
の
見
守
り
や
子
育
て
支
援
に
取

り
組
み
、
高
齢
者
世
帯
へ
は
毎
月
１
回

以
上
の
安
否
確
認
訪
問
を
重
ね
て
い
ま

す
。
ま
た
、
毎
月
第
１
月
曜
日
の
朝
に

は
小
・
中
学
校
で
、
第
３
月
曜
日
の
朝

は
最
寄
り
の
街
角
で
あ
い
さ
つ
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
小
学
校
新
入
生
へ

の
お
祝
い
品
贈
呈
に
併
せ
て
入
学
後
の

児
童
の
様
子
も
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
初
め
て
、

平
田
小
学
校
入
学
式

を
前
に
し
て
玄
関
、

昇
降
口
周
辺
の
美
化

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

地
区
外
研
修

　
定
例
会
で
の
勉
強

会
の
他
、
米
子
市
の

医
療
と
福
祉
を
併
せ

て
運
営
し
て
い
る
法

人
や
斐
伊
川
放
水
路

事
業
記
念
館
・
尾
原

ダ
ム
、
島
根
原
子
力

発
電
所
の
事
故
防
止
対
策
な
ど
を
視
察

し
、
視
野
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　
大
社
町
内
に
は
、
小
学
校
４
校
、
中

学
校
１
校
、
高
校
１
校
と
合
計
６
校
が

あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、

私
た
ち
民
児
協
は
登
校
時
の
見
守
り
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て

は
、
子
ど
も
の
数
に
よ
り
活
動
の
状
況

は
様
々
で
す
が
、
都
合
の
つ
く
限
り
、

ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
街
頭
に
立
っ
て
い

ま
す
。

　
子
ど
も
達

が
登
校
す
る

時
間
帯
は
、

大
人
が
通
勤

す
る
車
や
、

高
校
生
と
中

学
生
の
自
転

車
が
行
き
か

い
ま
す
。
車

同
士
が
や
っ

と
す
れ
違
う

狭
い
道
路
や
、

道
路
と
隣
接

す
る
田
ん
ぼ
が
あ
る
個
所
な
ど
は
、
特

に
注
意
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
通
量
の
多
い
広
い
道
路
で

は
、
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
で
横
断
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
場
面
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
達
の
自
主
性
を
見
守
っ

た
り
、
渋
滞
す
る
時
に
は
見
計
ら
っ

て
先
に
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
ス
ム
ー

ズ
に
安
全
に
渡
れ
る
よ
う
配
慮
し
ま

す
。

　
日
々
子
ど
も
達
の
様
子
を
見
て
い

る
と
、
少
し
の
変
化
に
も
気
づ
き
ま

す
。「
今
日
は
一
人
足
り
な
い
ね
。」

「
熱
が
出
て
お
休
み
だ
よ
。」
と
、
答

え
て
く
れ
ま
す
。
何
気
な
い
声
掛
け

や
あ
い
さ
つ
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
を

大
切
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

おはようの声とともに子ども達の明るい声が響きます

世帯数 1,905世帯
人　口 4,773人
委員数 10人

地
域
に

安
心
安
全
な

暮
ら
し
を

地
域
に

安
心
安
全
な

暮
ら
し
を

長
浜
地
区

世帯数 3,401世帯
人　口 8,563人
委員数 13人

安
全
安
心
は

地
域
の

支
え
あ
い
で

安
全
安
心
は

地
域
の

支
え
あ
い
で

神
門
地
区

世帯数 2,087世帯
人　口 4,730人
委員数 40人

登
校
の

見
守
り
活
動

登
校
の

見
守
り
活
動

大
社
地
区

見
守
り
を
通

じ
て
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

見
守
り
を
通

じ
て
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
世帯数 2,478世帯
人　口 6,344人
委員数 14人

平
田
地
区

『支えあう 住みよい社会 地域から』 をスローガンに、
地域のボランティアとして活動をしています。

地区活動紹介

初めての取り組み、入学式前の玄関周りの清掃活動

介護者のつどい

幼稚園児たちとサツマイモ作り

子ども食堂「長浜わいわい食堂」

右側が田んぼの通学路

押しボタン式信号機のある通学路


